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有毒ガス、有機溶媒による中毒事故などの安全対策に有毒ガス、有機溶媒による中毒事故などの安全対策に
無線接続（Bluetooth®）対応無線接続（Bluetooth®）対応 

MCU-710 ( 実寸大 )
メインコントロールユニット

MKV/MKC-710　TypeＭMKV/MKC-710　TypeＭ

カールフィッシャー水分計【容量法】

カールフィッシャー水分計【電量法】

MKC-710B MKC-710B+自動給排液装置
(オプション)

MKC-710S    MKC-710S+CHK-501
(オプション)

カールフィッシャー法による水分測定は、JIS・日本薬局方など多数の公定分析法に採用され、現在最も信頼できる水分計

として、いろいろな物質の水分定量に広く使用されています。最大4台の測定部を接続して、同時並行で測定を行え、省ス

ペース化にも貢献します。カールフィッシャー水分計の容量滴定法 MKV-710Bや電量滴定法 MKC-710Bだけでなく、電位

差自動滴定装置 AT-710Bも接続可能です。

（※ツインビュレットはオプションです。）

MKV-710M   +   MKC-710B   +   AT-710B   +   AT-710B※ ※

※

メインコントロールユニットと測定部を切り離すことにより、ドラフトチャンバー

を完全に閉めて操作することが可能になり、有機溶媒雰囲気下にとどまる

時間を格段に軽減できます。

安全対策に関する規制、意識が高まっている昨今、予防対策の一環としてご

活用ください。

※別途Bluetooth®アダプタが必要になります



測定結果をPDFに変換し、USBメモリに保存して、電子媒体と

して管理することができます。プリンタに印字する必要がなく、

紙の削減になります。

シリンダ上部に切換コック部を配

置する新構造により、シリンダ-コ

ック間の配管部分のデッドスペー

スを削減しました。シリンダ内のデ

ッドスペース削減と合わせて、従

来機より試薬交換時の残液を減

少することができました。

また、ユニットの交換も格段に簡

単になりました。

オプションのビュレットユニットを追

加し、水・メタノール標準液を充填

することで、 1ボタンで予備滴定か

ら力価校正までを自動で行います。

また、 自動力価校正の開始時間

を予約することができるので、いつ

でも試料の測定を開始することが

できます。

当社独自の技術により最大電解

速度2.6mgH2O/min を実現してい

ます。 予備滴定時間、 測定時間

が短縮できます。

カールフィッシャー試薬の情報を

ビュレットユニット内のICチップに

全て記録します。他の装置にユニッ

トを移動させても情報を共有でき、

再入力が不要です。使用する滴定

液の間違いも防ぐことができます。

当社独自の技術（液抵抗補償によ

る終点検出法）の採用により溶剤、

試料に応じて必要であった検出電

極感度や終点電位の変更が不要

になり、より正確な測定が可能で

す。

オプションの滴定セルユニット

（12-03635-03） を使用すれば、

セラミック製隔膜の交換が可能と

なります。オイルなどの試料で隔

膜が汚染されたときに大変便利

です。他社にはない機構です。

コンピュータ化システム適正管理ガ
イドライン(CSV)で要求されている
ユーザー毎の各種機能の操作権
限が設定できます。
管理者権限（全ての操作が可能、
パスワード必要）と測定者権限
（ビュレット操作、校正操作、測定
操作、メソッド番号（サンプルファイル）
変更、閲覧）の設定が可能です。

タッチパネル上で、よく開く画面を

登録しておくことにより、操作がよ

り簡単になります。その中でも、最

も使用頻度の高い画面は、ワン

タッチショートカットキーとして設定

することができます。

溶剤、試料毎の設定変更が不要



USBハブ用USBハブ用 USBハブ、

容量滴定法 -VOLUMETRIC METHOD-

カールフィッシャー滴定法による水分測定において、水は塩基と

アルコールの存在下でヨウ素および二酸化硫黄と定量的に反応します。

H2O + I2 + SO2 + CH3OH + 3RN → [RNH]SO4CH3 + 2[RNH]I

容量滴定法による水分測定では、滴定びんに溶剤を入れ、

カールフィッシャー試薬で滴定して無水状態にしてから試料を加えます。

標準水・メタノールなどで、あらかじめ力価（mgH2O/mL）を標定した

カールフィッシャー試薬を用いて水分を定量します。

滴定は、検出電極の分極電位を検出しながら、滴定速度を制御して行います。

印字例

※ツインビュレットはオプションです。

拡張性 測定装置

：滴定装置(AT-710)、水分計(MKV-710、

    MKC-710、MKH-710)の

   何れか3台増設可能



検出電極
（双白金電極）

滴定セル

陽極液

スターラ回転子

内筒

陰極液

カソード電極

隔膜

アノード電極

電量滴定法 -COULOMETRIC METHOD-

カールフィッシャー滴定法による水分測定において、水は塩基とアルコー
ルの存在下でヨウ素および二酸化硫黄と定量的に反応します。

H2O + I2 + SO2 + CH3OH + 3RN → [RNH]SO4CH3 + 2[RNH]I （1）

電量滴定法による水分測定では、ヨウ素はヨウ素イオンを含む陽極液を
電気分解して発生させます。

2I- → I2 + 2eｰ （2）

発生ヨウ素が（1）式に従って消費されると、検出電極でヨウ素消費された
ことを検出して、再び電気分解により（2）式に従ってヨウ素を発生します。
発生ヨウ素はファラデーの法則に従って電気量に比例します。
（1）式からI2とH2Oは 1:1 で反応します。
以上の原理に基づいて電気分解に要した電気量を水分量に換算します。

USBハブ、

印字例

8

拡張性 測定装置

：滴定装置(AT-710)、水分計(MKV-710、

MKC-710、MKH-710)の何れか3台増設可能



蔵

多検体チェンジャ　CHK-501

電量滴定法カールフィッシャー水分計専用 多検体

水分気化装置です。24検体の試料を連続測定でき

ます。検体ごとに加熱温度を設定でき、異なる種類

の試料を一度に測定できます。

安全対策として、測定終了後のオートパワーオフ

機能を備えています。

型式名称  カールフィッシャー水分計用多検体サンプルチェンジャ CHK-501

測定検体数 24検体

試料びん  20mLバイアルびんを使用

加熱温度  設定範囲：室温～300℃

  最少設定単位：1℃

  温度制御精度：±3℃熱電対による温度測定（設定温度100℃以上において）

加温配管  自己温度制御により100℃以上に設定

加熱方式  加熱炉による周囲および底面加熱方式

  ヒータ容量50W集成マイカを絶縁体とした特殊ヒータ

試料びん自動識別機能 光ビームセンサによる検出

自動電源遮断機能 全測定終了時に自動で電源遮断

前処理機能 設定により配管経路の自動パージを行う

試料搬送方式 ターンテーブル回転による試料びん移動

  専用アームによる試料びん抜き取り加熱炉へ移動

キャリアガス 流量範囲：100～300mL/min

  その他：装置にてシリカゲル、ゼオライトによる水分除去

表示機能  20桁×2行LCDバックライト付き

警報機能  搬送機構動作警報、温度制御異常、キャリアガス停止警報、操作ミス等

使用環境  周囲温度：15～35℃

  周囲湿度：0～85％RH

電源  AC100-120V/220-240V ±10％ 50/60Hz 

消費電力  約100W

外形寸法 452（W）×400（D）×362（H）mm

質量 約20kg

※窒素ガスを使用する際は、レギュレータが別途必要です。（50kPa調整できるもの）

油用水分気化装置　ADP-513

「JIS K 2275 原油及び石油製品－水分試験方法」に準拠

しています。

加熱されたベースオイルに試料を投入して水分を気化す

る装置です。潤滑油、グリース、タール製品、塗料、その

他粘ちょう性液体の水分測定に適しています。

型式名称  油用水分気化装置 ADP-513

加熱炉  室温～200℃

  温度指示調節計PID制御

  板状ヒータ

  カートリッジ式構造

ガス流量  100～300mL/min

供給ガス  窒素ガス、50kPa以下の圧力で供給

電源  AC100-120V または 200-240V ±10％ 50/60Hz

消費電力  400W

外形寸法  320（W）×210（D）×330（H）mm

質量  約6kg

※窒素ガスを使用する際は、レギュレータが別途必要です。（50kPa調整できるもの）

糖類用水分抽出装置　ADP-344

容量滴定法カールフィッシャー水分計の滴定フラスコ

を直接加熱して、試料の水分を抽出する装置です。

チョコレート・キャラメルおよび糖類の水分定量に使用

します。

型式名称  糖類用水分抽出装置 ADP-344

加熱方式  マントルヒータ

加熱温度範囲 常温～60℃

温度検出  サーミスタ

温度制御  ±3℃（設定温度40℃以上において） ON/OFF制御

外形寸法 100（W）×150（D）×133（H）mm

質量 約1.8kg

鉱石用水分気化装置　ADP-512

型式名称  鉱石用水分気化装置 ADP-512

電気炉  高温炉：50～1000℃

            ：温度指示調節計PID制御

             温度設定精度：設定値±10℃（室温25℃時）

              （設定温度300℃以上において）

  低温炉：50～130℃

            ：温度指示調節計PID制御

ガス流量  100～300mL/min

供給ガス  窒素ガス、50kPa以下の圧力で供給

電源  AC100-120V または 200-240V ±10％ 50/60Hz

消費電力  600W

外形寸法  1150（W）×340（D）×334（H）mm

質量  約30kg

※窒素ガスを使用する際は、レギュレータが別途必要です。（50kPa調整できるもの）

高温用水分気化装置　ADP-512S

型式名称  高温用水分気化装置 ADP-512S

電気炉  50～1000℃

  温度指示調節計PID制御

  温度設定精度：設定値±10℃（室温25℃時）

  （設定温度300℃以上において）

ガス流量  100～300mL/min

供給ガス  窒素ガス、50kPa以下の圧力で供給

電源  AC100-120V または 200-240V ±10％ 50/60Hz

消費電力  600W

外形寸法  835（W）×340（D）×334（H）mm

質量  約30kg

※高温炉だけの「ADP-512S高温用水分気化装置」
※窒素ガスを使用する際は、レギュレータが別途必要です。（50kPa調整できるもの）

鉄鉱石、マンガン鉱石、粘土その他無機化合物中の付着水および化合水を定量するISOに準拠した装置です。

試料を電気炉で加熱し、水分を乾燥窒素ガスで滴定フラスコに導入します。

「JIS M 8211 鉄鉱石ー化合水定量方法」に準拠しています。(ADP-512)

電気炉の改良により、1000℃までの昇温時間が約30分、温度安定に約30分と暖機時間が短くなっています。安全対策として過昇温防止機構を備えています。




